
○ 野菜・果実の流通対策

【産地活性化総合対策事業のうち産地収益力向上支援事業
５，２８８（１２，３３１）百万円の内数】

対策のポイント
実需者ニーズの多様化・変化に即応できるよう、加工・業務用需要に対応

した中間事業者を介した供給経路の構築や青果物の革新的広域流通体制の構

築に対して支援します。

＜背景／課題＞

・加工・業務用需要について、国産ニーズが高い一方、国内産地が十分対応できていな

いことから、加工・業務用での輸入野菜の使用割合が増加しています。

・加工・業務用の周年安定供給のため、産地が連携したリレー出荷が求められています。

・広域的な集荷に対応した流通コストの低減を図るため、流通形態に対応した効率的・

合理的な流通システムを整備する必要があります。

政策目標
国産農産物の加工・業務用仕向け量の増加又は流通コストの低減

＜内容＞

１ 全国推進事業

中間事業者の育成・確保に向け、経営発展に向けた産地との連携強化や研究会の開

催、安定供給体制の確立等の取組を支援します。

補助率：定額

事業実施主体：民間団体

２ 地区推進事業

（１）国産原材料の供給連鎖（サプライチェーン）の構築の取組への支援

多様なニーズに対応した国産原材料の安定的な供給連鎖（サプライチェーン）の

構築に向け、生産者・中間事業者・食品製造業者等による一体的な取組を支援しま

す。

（２）広域流通システムの構築の取組への支援

生産者と流通業者が一体となって流通コストの低減を図るため、低コスト輸送体

制の整備に向けた検討や流通の低コスト化に向けた実証の取組を支援します。

補助率：定額、１／３

事業実施主体：生産者、流通業者等で構成する協議会

３ 整備事業

サプライチェーンの構築、広域流通システムの構築に必要となる施設の整備等を支
援します。

補助率：１／３

事業実施主体：生産者団体、農業生産法人、民間事業者等

お問い合わせ先：生産局農産部園芸作物課

１の全国推進事業 （０３－３５０２－５９５８（直））

２の地区推進事業及び３の整備事業 （０３－６７３８－７４２３（直））



○加工施設の衛生管理基準の策定･徹底
○加工適性試験の実施 等

○出荷規格の簡素化･統一検討
○ｺｰﾙﾄﾞﾁｪｰﾝ対応流通施設の整備 等

○品種の現地適性試験
○共同育苗施設の整備 等

7～10月

A社

○ 数量確保

○ ニーズに合った一次
処理加工

○ 産地指導
○ 新商品提案 等

Ｂ社

Ｃ社

5～7月

11～4月

出
荷

《中間事業者》 《食品製造業者》

季節・天候などの影響
による供給量変動に対
し、緩衝機能を発揮

《産地・生産者》

○トレーサビリティシステムの導入

国
産
原
材
料
の
安
定
供
給
を
実
現

支 援 措 置 （ 例 示 ）

国産原材料の生産・流通体制の整備

一つの産地では業者の
要望に対応するのは難
しいけど、間に入ってく
れる人がいると安心！

※食品製造業者等は、整備事業の支援対象
としていません。

周年供給

周年供給

周年供給

寒玉系

カット

大玉

産地活性化総合対策事業のうち産地収益力向上支援事業

国産原材料サプライチェーン構築（継続）

⑤生産・流通体制の高度化
⑥産地・生産者側の意識改革と産地体制の
整備

⑦高付加価値化商品、商材の開発

①安定供給に向けた中間事業者の育成・強化
②定時・定量・定品質・定価格(「４定」)と多様な
ニーズ

③安全・消費者の信頼の確保
④一次加工の高度化、近代化

課題

産地側

県域青果物集
出荷施設

産地基幹施設の整理・
統廃合

中間的青果物
流通拠点施設

拡充

食品製造業者

青果物保冷
貯蔵施設

ＪＲコンテナ
による輸送

ＪＲ
貨物駅

【流通体制指導整備費（補助率：１／３】

・産地基幹施設の整理・統廃合
・中間的流通施設の整備
・移動式真空予冷装置の整備
・保冷貯蔵施設の整備

青果物広域流通システム構築（継続）

産地間リレー出荷に対応
するために移動式真空予
冷装置を活用

①流通経費の低減に向けた、広域流通拠点施
設を活用したハブ・スポーク流通の実現

②鉄道輸送力を活用した流通体制の整備

③移動式真空予冷装置を活用した産地間リ
レーによる周年安定供給体制の構築

④「産地間競争」から「産地間連携」への意
識の改革

課題

【流通体制指導推進費（補助率：定額）】

・協議会を設置し、中間的流通拠点施設を
核とした流通システムの構築の検討

ＪＲ
貨物駅

24年度概算決定額
5,288百万円の内数
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